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象的素描群を、空間主義との関連において検討した。 
第三章では、1947年における空間主義の誕生前後の作品を考察対象に、ブラックライトによるインスタレ
ーション作品に関する分析と、カンヴァスに穴をうがつタイプの「空間概念」シリーズに関する分析を行っ
ている。これらの作品は、光を表現の重要なファクターとすることによって、素材の物質性から離脱し、空
間そのものを表現対象とするための実験であったことが明快に述べられている。 
第四章では、1951年の第9回ミラノ・トリエンナーレの機会に発表された「技術宣言」、および同じ機会に
作品として公開された新たな実験的作品《ネオンのアラベスク》について、集中的に論じられている。「技術
宣言」と《ネオンのアラベスク》が、着想の上できわめて密接に連動していることを確認したうえで、本章
では、その着想の起源を大戦前における未来派作家エンリコ・プランポリーニの一連の作品に求めるという
新しい知見を提示している。それと同時に、まったく異なる政治的・社会的状況下で、フォンターナが未来
派による着想をどのように再解釈し、どのような新しい要素を付け加えたかについて詳細に考察を行ってい
る。 
最後の第五章では、前章までに論じられたフォンターナの空間へのアプローチをふまえて、最終的に到達
された「切り口」のシリーズが検討される。これらは「穴」によるシリーズと同じくカンヴァスを支持体と
するものではあるが、カンヴァスを鋭く切り裂くという大胆かつシンプルな手法によって、鑑賞者に空間を
認識させる新しい手法として誕生した。筆者はこのシリーズを、「空間そのものを表現対象とする」というフ
ォンターナの一連の実験の最終的到達点として位置付けている。 
以上のように、本論文はフォンターナの空間主義をテーマとして、その萌芽から成立、展開のプロセスを
丹念に跡付けた労作といえる。その著名さとは裏腹に、周到な美術史的考察の対象として論じられることの
少なかったフォンターナに関して、本論文は我が国でおそらく最初のまとまった作家論をなすものであり、
その新規性を評価できるものである。また、この作家による一連の多様な実験的制作、つまり抽象彫刻や彩
色陶器から、ブラックライト作品、穴を開けたカンヴァス、ネオン管を用いた作品、切り裂いたカンヴァス
へといたる過程を、ある一貫性をもった造形思考の展開として記述した点に、本論文の最大の功績が認めら
れるであろう。すなわち、もともと彫刻家として出発したフォンターナが、ヴォリュームの削除や物質性の
排除といった、伝統的な彫刻概念をくつがえす発想によって、やがては「空間そのものの表現」へと向かっ
ていくプロセスである。フォンターナの制作活動の最も劇的な展開がみられた時期を対象に、「空間主義とは
なにか」という根本的な問いに対する回答を丹念に追求した論考として、本論文は高い評価に値する。 
とはいえ、物足りない部分がないわけではない。筆者の考察のアプローチは、基本的に作品の造形的特徴の
丹念な観察と表現意図の解釈に基づいており、それは本論文の特徴であり長所でもあるのだが、一方で、作
家を取り巻く政治的・思想的状況の分析や、制作活動の基盤となった社会的条件の分析についてはいささか
手薄との観をまぬかれない。こうした問題については、今後さらに筆者の研究が進展していくことを期待し
たい。 
